
(57)【要約】

【課題】  大がかりな専用器具を必要とせず、簡単に開

口部を開くことができる組織回収袋を提供する。

【解決手段】  内視鏡下手術において、病変部を有する

臓器等の各種組織を体外へ取り出すための組織回収袋で

あって、プラスチック製の袋本体１の開口周縁部に弾性

リング２を配設し、該弾性リング２の弾性力により袋本

体１の開口部を開くようにする。さらに、袋本体１の側

部には、開口周縁部一端から袋本体１の底部を通って開

口周縁部他端まで延びる突条４，５を、袋本体１の底部

で互いに交差するように設けて、体内に導入した後に袋

本体１の内部も拡がるようにする。

【選択図】        図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
プ ラ ス チ ッ ク 製 の 袋 本 体 の 開 口 周 縁 部 に 、 外 力 を 加 え な い 状 態 で ル ー プ 状 に な る 弾 性 リ ン
グ を 配 設 し 、 該 弾 性 リ ン グ の 弾 性 力 に よ り 袋 本 体 の 開 口 部 を 開 く よ う に し た こ と を 特 徴 と
す る 組 織 回 収 袋 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 袋 本 体 の 側 部 に 、 開 口 周 縁 部 一 端 か ら 袋 本 体 の 底 部 を 通 っ て 開 口 周 縁 部 他 端 ま で 延 び
る 突 条 複 数 本 を 、 袋 本 体 の 底 部 で 互 い に 交 差 す る よ う に 設 け た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
記 載 の 組 織 回 収 袋 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 袋 本 体 の 側 部 に 、 開 口 周 縁 部 か ら 袋 本 体 の 底 部 に 向 か っ て 一 定 長 の 突 条 を 多 数 本 設 け
た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 組 織 回 収 袋 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 袋 本 体 開 口 周 縁 部 に 、 弾 性 線 状 体 の 一 端 に 止 め リ ン グ を 設 け 、 該 止 め リ ン グ に 前 記 弾
性 線 状 体 の 他 端 を 通 し て 投 げ 縄 状 に 形 成 し た 弾 性 リ ン グ を 配 設 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 １ ， ２ 又 は ３ 記 載 の 組 織 回 収 袋 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 弾 性 線 状 体 上 に 、 弾 性 的 に 変 形 し て 前 記 止 め リ ン グ を ス ナ ッ プ 式 に 通 過 す る 係 止 突 起
を 、 互 い に 間 隔 を あ け て 複 数 設 け た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ 記 載 の 組 織 回 収 袋 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
  本 発 明 は 、 腹 腔 鏡 ， 胸 腔 鏡 等 の 内 視 鏡 下 手 術 に お い て 、 病 変 部 を 有 す る 臓 器 等 の 各 種 組
織 を 体 外 へ 取 り 出 す た め の 組 織 回 収 袋 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 内 視 鏡 下 手 術 は 、 小 さ い 切 開 部 を 複 数 設 け 、 そ れ ら の 切 開 部 か ら 内 視 鏡 や 遠 隔 操 作 の 手
術 器 具 を 体 内 に 挿 入 し て 、 内 視 鏡 で 術 部 を 見 な が ら 行 う 手 術 で あ る 。 内 視 鏡 下 手 術 は 、 術
後 の 回 復 期 間 が 短 く な っ て 患 者 の 負 担 が 大 幅 に 軽 減 さ れ る た め 、 近 年 、 ま す ま す 多 く 行 わ
れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 そ の よ う な 内 視 鏡 下 手 術 に お い て 、 切 除 し た 病 変 組 織 を 体 外 に 取 り 出 す こ と が 必 要 に な
る 。 そ の 際 、 例 え ば 、 胆 嚢 を 切 除 し た 場 合 、 胆 汁 が 他 の 正 常 な 組 織 に 付 着 す る と 炎 症 を 起
こ す お そ れ が あ る 。 ま た 、 ガ ン 組 織 を 切 除 し た 場 合 、 切 除 し た ガ ン 細 胞 が 正 常 な 組 織 に 接
触 す る と 転 移 す る 危 険 も あ る 。 そ こ で 、 従 来 は 、 プ ラ ス チ ッ ク 製 の 組 織 回 収 袋 を 体 内 に 挿
入 し て 、 そ の 中 に 切 除 し た 組 織 を 入 れ 、 他 の 部 分 に 接 触 し な い よ う に し て 体 外 に 取 り 出 す
よ う に し て い た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
  図 ５ は 、 従 来 の 組 織 回 収 袋 の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。 図 ５ に お い て 、 １ は 袋 本 体 、 ３ は 折
返 し 部 、 ２ ０ は ゴ ム リ ン グ で あ る 。 袋 本 体 １ は 、 ポ リ エ チ レ ン ， ポ リ ウ レ タ ン 等 の プ ラ ス
チ ッ ク で 形 成 さ れ 、 開 口 周 縁 部 を 外 側 に 折 り 返 し て 折 返 し 部 ３ を 設 け 、 そ の 中 に 、 袋 本 体
１ の 開 口 周 縁 部 を 囲 む よ う に 、 や や 太 い 輪 ゴ ム の よ う な 形 状 を し た ゴ ム リ ン グ ２ ０ を 通 し
て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 組 織 回 収 袋 は 、 次 の よ う に し て 用 い ら れ る 。 す な わ ち 、 例 え ば 、 腹 腔 鏡 手 術 の 場 合 、 腹
壁 の 適 当 な 位 置 数 カ 所 に 、 ト ロ カ ー と 呼 ば れ る 套 管 を 貫 通 さ せ 、 そ れ を 通 し て 腹 腔 内 に 内
視 鏡 や 手 術 器 具 等 を 挿 入 す る 。 そ し て 、 内 視 鏡 に よ り 診 断 が 行 わ れ た 後 、 円 柱 状 に 畳 み 込
ま れ た 組 織 回 収 袋 が 、 ト ロ カ ー を 通 し て 腹 腔 内 の 手 術 位 置 に 導 入 さ れ 、 二 つ の 器 具 で ゴ ム
リ ン グ ２ ０ の 対 向 位 置 を 摘 ん で 組 織 回 収 袋 の 開 口 部 が 開 か れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
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　 そ の 後 、 病 変 組 織 を 切 除 し 、 該 病 変 組 織 を 組 織 回 収 袋 の 開 口 部 か ら 袋 本 体 １ 内 に 納 め る
。 そ し て 、 組 織 回 収 袋 の 開 口 周 縁 部 を 紐 等 で 縛 っ て 、 内 容 物 が 袋 本 体 １ か ら 漏 れ 出 な い よ
う に し て か ら 、 ト ロ カ ー を 通 し て 体 外 に 取 り 出 す 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
  図 ６ は 、 従 来 の 組 織 回 収 袋 の 他 の 例 を 示 す 図 で あ る 。 図 ６ に お い て 、 ２ １ ， ２ ２ は 引 き
紐 で あ る 。 こ の 組 織 回 収 袋 は 、 例 え ば 、 特 許 文 献 １ に 示 さ れ て お り 、 袋 本 体 １ の 開 口 周 縁
部 に ２ 本 の リ ン グ 状 を し た 引 き 紐 ２ １ ， ２ ２ を 設 け 、 病 変 組 織 を 袋 本 体 １ 内 に 納 め た 後 、
引 き 紐 ２ １ ， ２ ２ の 先 端 部 を 引 っ 張 っ て 袋 本 体 １ の 開 口 部 を 閉 じ 、 そ の ま ま 引 き 紐 ２ １ ，
２ ２ の 先 端 部 を 引 い て 組 織 回 収 袋 を 体 外 に 取 り 出 す よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 従 来 の 組 織 回 収 袋 と し て 、 特 許 文 献 ２ に 示 さ れ る よ う に 、 袋 本 体 １ の 開 口 周 縁 部
に 形 状 記 憶 合 金 よ り な る ル ー プ 状 の 線 状 体 を 設 け 、 そ の 両 端 部 に リ ー ド 線 を 接 続 し 、 体 内
で 該 線 状 体 に 通 電 す る こ と に よ り 発 熱 さ せ て 袋 本 体 １ の 開 口 部 を 開 き 、 通 電 を 止 め る こ と
に よ り 線 状 体 を 縮 小 さ せ て 袋 本 体 １ の 開 口 部 を 閉 じ る よ う に し た 組 織 回 収 袋 も 開 発 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 さ ら に 、 特 許 文 献 ３ に 示 さ れ る よ う に 、 先 端 に １ 対 の バ ネ ア ー ム を 具 え た プ ッ シ ュ プ ル
ロ ッ ド を 細 長 い 支 持 管 の 中 に 挿 通 し 、 前 記 バ ネ ア ー ム を 組 織 回 収 袋 の 開 口 周 縁 部 に 通 し た
状 態 で 支 持 管 の 中 に 収 納 す る よ う に し た も の も 開 発 さ れ て い る 。 そ の 場 合 、 組 織 回 収 袋 を
支 持 管 の 中 に 収 納 し た 状 態 で 体 内 に 挿 入 し た 後 、 プ ッ シ ュ プ ル ロ ッ ド を 押 し 込 ん で 、 組 織
回 収 袋 を 支 持 管 か ら 体 内 に 出 し 、 バ ネ ア ー ム の バ ネ 力 で 組 織 回 収 袋 の 開 口 部 を 開 く 。 組 織
回 収 袋 の 周 縁 部 に は 閉 じ 紐 が 設 け ら れ て い て 、 病 変 組 織 を 組 織 回 収 袋 内 に 納 め た 後 、 プ ッ
シ ュ プ ル ロ ッ ド を 引 く と 、 組 織 回 収 袋 が プ ッ シ ュ プ ル ロ ッ ド か ら 離 脱 す る と 同 時 に 閉 じ 紐
に よ り 開 口 部 を 閉 じ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ６ － ２ ０ ５ ７ ８ ６ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 ８ － １ ４ ０ ９ ８ ３ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ５ ２ ７ ０ ７ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ０ 】
  し か し な が ら 、 上 記 従 来 の 組 織 回 収 袋 の 内 、 図 ５ ， 図 ６ に 示 し た よ う な も の は 、 体 内 に
挿 入 し て か ら 切 除 し た 組 織 を 袋 本 体 １ に 入 れ る 際 に 、 開 口 部 を 開 く 作 業 に 手 間 が か か る と
い う 問 題 点 が あ っ た 。 ま た 、 開 口 周 縁 部 に 形 状 記 憶 合 金 よ り な る ル ー プ 状 の 線 状 体 を 設 け
た も の は 、 開 口 部 を 開 く 作 業 は 簡 単 に な る が 、 電 流 を 通 し て 加 熱 す る と 周 囲 の 正 常 組 織 に
火 傷 等 の 損 傷 を 与 え る お そ れ が あ る と い う 問 題 点 が あ っ た 。 さ ら に 、 支 持 管 内 に 収 納 す る
も の は 、 支 持 管 及 び プ ッ シ ュ プ ル ロ ッ ド 等 か ら な る 大 が か り な 専 用 器 具 が 必 要 に な る と い
う 問 題 点 が あ っ た 。
【 ０ ０ １ １ 】
  本 発 明 は 、 そ の よ う な 問 題 点 に 鑑 み 、 大 が か り な 専 用 器 具 を 必 要 と せ ず 、 電 流 を 通 し て
加 熱 す る 必 要 も な く 、 簡 単 に 開 口 部 を 開 く こ と が で き る 組 織 回 収 袋 を 提 供 す る こ と を 目 的
と す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ２ 】
  前 記 課 題 を 解 決 す る た め 、 請 求 項 １ に 記 載 の 組 織 回 収 袋 は 、 プ ラ ス チ ッ ク 製 の 袋 本 体 の
開 口 周 縁 部 に 、 外 力 を 加 え な い 状 態 で ル ー プ 状 に な る 弾 性 リ ン グ を 配 設 し 、 該 弾 性 リ ン グ
の 弾 性 力 に よ り 袋 本 体 の 開 口 部 を 開 く よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
  ま た 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 組 織 回 収 袋 は 、 前 記 袋 本 体 の 側 部 に 、 開 口 周 縁 部 一 端 か ら 袋 本
体 の 底 部 を 通 っ て 開 口 周 縁 部 他 端 ま で 延 び る 突 条 複 数 本 を 、 袋 本 体 の 底 部 で 互 い に 交 差 す
る よ う に 設 け た こ と を 特 徴 と す る 。

10

20

30

40

50

(3) JP 2007-82675 A 2007.4.5



【 ０ ０ １ ４ 】
  ま た 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 組 織 回 収 袋 は 、 前 記 袋 本 体 の 側 部 に 、 開 口 周 縁 部 か ら 袋 本 体 の
底 部 に 向 か っ て 一 定 長 の 突 条 を 多 数 本 設 け た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
  ま た 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 組 織 回 収 袋 は 、 前 記 袋 本 体 開 口 周 縁 部 に 、 弾 性 線 状 体 の 一 端 に
止 め リ ン グ を 設 け 、 該 止 め リ ン グ に 前 記 弾 性 線 状 体 の 他 端 を 通 し て 投 げ 縄 状 に 形 成 し た 弾
性 リ ン グ を 配 設 し た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
  ま た 、 請 求 項 ５ に 記 載 の 組 織 回 収 袋 は 、 前 記 弾 性 線 状 体 上 に 、 弾 性 的 に 変 形 し て 前 記 止
め リ ン グ を ス ナ ッ プ 式 に 通 過 す る 係 止 突 起 を 、 互 い に 間 隔 を あ け て 複 数 設 け た こ と を 特 徴
と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ７ 】
  本 発 明 の 組 織 回 収 袋 は 、 次 の よ う な 効 果 を 奏 す る 。
  す な わ ち 、 請 求 項 １ に 記 載 の 組 織 回 収 袋 は 、 プ ラ ス チ ッ ク 製 の 袋 本 体 の 開 口 周 縁 部 に 、
外 力 を 加 え な い 状 態 で ル ー プ 状 に な る 弾 性 リ ン グ を 配 設 し 、 該 弾 性 リ ン グ の 弾 性 力 に よ り
袋 本 体 の 開 口 部 を 開 く よ う に し た の で 、 大 が か り な 専 用 器 具 を 必 要 と せ ず 、 電 流 を 通 し て
加 熱 す る 必 要 も な く 、 簡 単 に 開 口 部 を 開 く こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
  ま た 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 組 織 回 収 袋 は 、 前 記 袋 本 体 の 側 部 に 、 開 口 周 縁 部 一 端 か ら 袋 本
体 の 底 部 を 通 っ て 開 口 周 縁 部 他 端 ま で 延 び る 突 条 複 数 本 を 、 袋 本 体 の 底 部 で 互 い に 交 差 す
る よ う に 設 け た の で 、 突 条 の 弾 力 で 袋 本 体 の 内 部 も 拡 げ る こ と が で き 、 切 除 し た 組 織 を 入
れ 易 く な る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
  ま た 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 組 織 回 収 袋 は 、 前 記 袋 本 体 の 側 部 に 、 開 口 周 縁 部 か ら 袋 本 体 の
底 部 に 向 か っ て 一 定 長 の 突 条 を 多 数 本 設 け た の で 、 切 除 し た 組 織 を 袋 本 体 に 入 れ る 際 に 、
組 織 を 袋 本 体 か ら は み 出 す こ と な く 、 確 実 に 入 れ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
  ま た 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 組 織 回 収 袋 は 、 前 記 袋 本 体 開 口 周 縁 部 に 、 弾 性 線 状 体 の 一 端 に
止 め リ ン グ を 設 け 、 該 止 め リ ン グ に 前 記 弾 性 線 状 体 の 他 端 を 通 し て 投 げ 縄 状 に 形 成 し た 弾
性 リ ン グ を 配 設 し た の で 、 組 織 を 袋 本 体 内 に 収 納 し た 後 、 弾 性 線 状 体 の 先 端 部 を 引 っ 張 る
だ け で 、 袋 本 体 の 開 口 部 を 簡 単 に 閉 じ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
  ま た 、 請 求 項 ５ に 記 載 の 組 織 回 収 袋 は 、 前 記 弾 性 線 状 体 上 に 、 弾 性 的 に 変 形 し て 前 記 止
め リ ン グ を ス ナ ッ プ 式 に 通 過 す る 係 止 突 起 を 、 互 い に 間 隔 を あ け て 複 数 設 け た の で 、 弾 性
リ ン グ の 先 端 部 を 引 っ 張 っ て 袋 本 体 の 開 口 部 を 閉 じ た 後 は 、 引 っ 張 り 力 を 弛 め て も 係 止 突
起 が 止 め リ ン グ に 引 っ 掛 か っ て 閉 じ た 状 態 が 保 持 さ れ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
  以 下 、 本 発 明 の 実 施 例 を 図 面 に 基 づ い て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 の 第 １ 実 施 例 を 示 す 図 で あ る 。 図 一 に お い て 、 １ は 袋 本 体 、 ２ は 弾 性 リ
ン グ 、 ３ は 折 返 し 部 、 ４ ， ５ は 突 条 で あ る 。 袋 本 体 １ は 、 ポ リ エ チ レ ン ， ポ リ ウ レ タ ン 等
の プ ラ ス チ ッ ク の 薄 い シ ー ト で 形 成 さ れ 、 そ の 上 部 に あ る 開 口 部 周 縁 は 外 側 に 折 り 返 さ れ
、 そ の 中 に 、 弾 性 リ ン グ ２ が 配 置 さ れ て い る 。 弾 性 リ ン グ ２ は 、 鋼 線 ， 超 弾 性 合 金 線 ， 形
状 記 憶 合 金 線 ， プ ラ ス チ ッ ク 線 等 よ り 形 成 さ れ 、 外 力 を 加 え な い 状 態 で は 円 形 に な る が 、
円 の 両 側 か ら 指 で 摘 む と 押 し つ ぶ さ れ た 形 に 変 形 す る 程 度 の 弾 力 性 を 持 っ て い る 。 な お 、
弾 性 リ ン グ ２ と し て 形 状 記 憶 合 金 線 を 用 い る 場 合 は 、 生 体 温 度 域 に お い て ル ー プ 形 状 を 記
憶 す る よ う に す る 。
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【 ０ ０ ２ ４ 】
　 そ し て 、 折 返 し 部 ３ の 下 端 縁 は 、 袋 本 体 １ に 熱 融 着 さ れ て い て 、 弾 性 リ ン グ ２ は 、 折 返
し 部 ３ の 中 に 閉 じ こ め ら れ た 状 態 に な っ て い る 。 ま た 、 袋 本 体 １ の 側 部 に は 、 袋 本 体 １ の
開 口 周 縁 部 の 一 端 か ら 袋 本 体 １ の 底 部 を 通 っ て 開 口 周 縁 部 の 他 端 ま で 延 び る 突 条 ４ ， ５ を
、 袋 本 体 １ の 底 部 で 互 い に 交 差 す る よ う に 設 け て い る 。 こ れ ら の 突 条 ４ ， ５ は 、 袋 本 体 １
の 表 面 に プ ラ ス チ ッ ク の 細 棒 を 貼 り 付 け る か 、 そ の 部 分 の 袋 本 体 １ の 肉 厚 を 厚 く 盛 り 上 げ
る か し て 形 成 す る 。 こ の よ う な 突 条 ４ ， ５ を 設 け れ ば 、 組 織 回 収 袋 を 体 内 に 挿 入 し た 後 、
弾 性 リ ン グ ２ が 円 形 に 拡 が っ て 袋 本 体 １ の 開 口 を 開 く だ け で な く 、 突 条 ４ ， ５ の 弾 力 で 袋
本 体 １ の 内 部 も 拡 げ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
  図 ２ は 、 組 織 回 収 袋 の 挿 入 方 法 を 示 す 図 で あ る 。 組 織 回 収 袋 の 弾 性 リ ン グ ２ を 細 長 く 押
し つ ぶ し た 状 態 で 、 そ の 周 り に 袋 本 体 １ を 巻 き 込 み 、 全 体 を 円 柱 状 に し て 挿 入 筒 ６ の 先 端
内 部 に 挿 入 す る 。 そ し て 、 挿 入 筒 ６ の 根 本 側 に 押 出 棒 ７ を 差 し 込 ん だ 状 態 で 、 腹 壁 を 貫 通
し て い る ト ロ カ ー を 通 し て 体 内 の 所 定 位 置 に 挿 入 す る 。 体 内 に 挿 入 し た ら 、 押 出 棒 ７ を 押
し 込 ん で 、 組 織 回 収 袋 を 体 内 に 押 し 出 す 。 そ の 結 果 、 組 織 回 収 袋 の 弾 性 リ ン グ ２ が 弾 性 力
で 円 形 に 拡 が っ て 袋 本 体 １ の 開 口 を 開 く と と も に 、 突 条 ４ ， ５ の 弾 力 で 袋 本 体 １ の 内 部 も
拡 が る 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ３ は 、 本 発 明 の 第 ２ 実 施 例 を 示 す 図 で あ る 。 袋 本 体 １ ， 弾 性 リ ン グ ２ 及 び 折 返 し 部 ３
の 基 本 構 造 は 、 第 １ 実 施 例 と 同 様 で あ る が 、 こ の 実 施 例 で は 、 袋 本 体 １ の 開 口 周 縁 部 か ら
袋 本 体 １ の 底 部 に 向 か っ て 一 定 長 さ 延 び る 突 条 ８ を 多 数 本 設 け て い る 。 突 条 ８ は 、 上 記 突
条 ４ ， ５ と 同 様 に 、 袋 本 体 １ の 表 面 に プ ラ ス チ ッ ク の 細 棒 を 貼 り 付 け る か 、 そ の 部 分 の 袋
本 体 １ の 肉 厚 を 厚 く 盛 り 上 げ る か し て 形 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ の よ う に す れ ば 、 こ の 組 織 回 収 袋 を 、 図 ２ に 示 す 方 法 で 体 内 に 挿 入 し た と き 、 突 条 ８
に よ り 、 袋 本 体 １ の 開 口 部 が 、 突 条 ８ の 長 さ に 対 応 し た 高 さ を 有 す る 円 筒 状 に な っ て 、 切
除 し た 組 織 を 袋 本 体 １ に 入 れ る 際 に 、 組 織 を 袋 本 体 １ か ら は み 出 す こ と な く 、 確 実 に 入 れ
る こ と が で き る 。
【 実 施 例 ３ 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ４ は 、 本 発 明 の 第 ３ 実 施 例 を 示 す 図 で あ る 。 第 １ ， 第 ２ 実 施 例 で は 、 袋 本 体 １ に 組 織
を 入 れ た 後 の 袋 本 体 １ の 封 止 手 段 に つ い て は 特 に 示 さ な か っ た が 、 こ の 実 施 例 で は 、 袋 本
体 １ の 開 口 部 を 開 く た め の 弾 性 リ ン グ １ ０ に よ り 、 袋 本 体 １ の 封 止 も で き る よ う に し て い
る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 す な わ ち 、 袋 本 体 １ の 開 口 周 縁 部 に 分 散 さ せ て 、 ズ ボ ン の ベ ル ト 通 し の よ う な 形 状 を し
た 、 複 数 の 弾 性 リ ン グ 挿 通 部 ９ を 設 け 、 そ れ ら 弾 性 リ ン グ 挿 通 部 ９ に 通 し て 弾 性 リ ン グ １
０ を 配 設 し 、 該 弾 性 リ ン グ １ ０ は 、 弾 性 線 状 体 の 一 端 に 止 め リ ン グ １ １ を 設 け 、 該 止 め リ
ン グ １ １ に 弾 性 線 状 体 の 他 端 を 通 し て 投 げ 縄 状 に 形 成 し て い る 。 な お 、 こ の 実 施 例 で は 、
弾 性 リ ン グ １ ０ を 、 弾 性 リ ン グ 挿 通 部 ９ に 通 し て 配 設 し て い る が 、 袋 本 体 １ に 図 １ ， 図 ３
に 示 し た よ う な 折 返 し 部 ３ を 設 け 、 そ の 中 に 配 設 す る よ う に し て も よ い し 、 そ の 他 適 宜 の
配 設 手 段 も 採 用 で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 こ の 組 織 回 収 袋 は 、 図 ２ に 示 す 方 法 で 体 内 に 挿 入 し た と き 、 組 織 回 収 袋 の 弾 性 リ ン グ １
０ が 弾 性 力 で 円 形 に 拡 が っ て 袋 本 体 １ の 開 口 を 開 く の は 、 第 １ ， 第 ２ 実 施 例 と 同 様 で あ る
。 そ の 後 、 切 除 し た 組 織 を 袋 本 体 １ に 入 れ た 後 、 弾 性 リ ン グ １ ０ の 止 め リ ン グ １ １ と 反 対
側 に あ る 先 端 部 を 引 く と 、 弾 性 リ ン グ １ ０ が 止 め リ ン グ １ １ の 中 、 及 び 、 弾 性 リ ン グ 挿 通
部 ９ の 中 を 滑 っ て 移 動 し 、 袋 本 体 １ の 開 口 部 を 狭 め て い く 。 そ し て 、 最 終 的 に は 、 袋 本 体
１ の 開 口 部 を 完 全 に 閉 じ る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ３ １ 】
  さ ら に 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 弾 性 リ ン グ １ ０ の 弾 性 線 状 体 上 に 、 弾 性 的 に 変 形 し て 止 め
リ ン グ １ １ を ス ナ ッ プ 式 に 通 過 す る 係 止 突 起 １ ２ を 、 間 隔 を あ け て 複 数 個 設 け る 。 そ の よ
う に す れ ば 、 弾 性 リ ン グ １ ０ の 先 端 部 を 引 っ 張 っ て 袋 本 体 １ の 開 口 部 を 閉 じ た 後 は 、 引 っ
張 り 力 を 弛 め て も 係 止 突 起 １ ２ が 止 め リ ン グ １ １ に 引 っ 掛 か っ て 閉 じ た 状 態 が 保 持 さ れ る
。 な お 、 弾 性 リ ン グ １ ０ に 設 け る 係 止 突 起 と し て は 、 図 ４ に 示 し た よ う な 球 形 の 係 止 突 起
１ ２ だ け で な く 、 く さ び 形 を し た 突 起 や 弾 性 リ ン グ １ ０ の 弾 性 線 状 体 を 折 り 曲 げ 加 工 し て
形 成 し た 突 起 等 、 適 宜 の も の を 採 用 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 組 織 回 収 袋 の 挿 入 方 法 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 ３ 実 施 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 従 来 の 組 織 回 収 袋 の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 従 来 の 組 織 回 収 袋 の 他 の 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
    １ … 袋 本 体
　 　 ２ … 弾 性 リ ン グ
　 　 ３ … 折 返 し 部
　 　 ４ ， ５ … 突 条
　 　 ６ … 挿 入 筒
　 　 ７ … 押 出 棒
　 　 ８ … 突 条
　 　 ９ … 弾 性 リ ン グ 挿 通 部
　 　 １ ０ … 弾 性 リ ン グ
　 　 １ １ … 止 め リ ン グ
　 　 １ ２ … 係 止 突 起
　 　 ２ ０ … ゴ ム リ ン グ
　 　 ２ １ ， ２ ２ … 引 き 紐

10

20

30

(6) JP 2007-82675 A 2007.4.5



【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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